
平成 30年 2月 15日に開催されたリーダー育成研修の様子です。 
今回は、大牟田 ・ みやま ・ 久留米の全デイサービス対象の勉強会でした。 
デイサービスで行き詰っていることや、利用者様が楽しんでいるのか？自分たちに足りていないものは
何なのか？等を振り返り、改善できることはないかを考え、西村理事長にご指導いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

●まずは、職員全員がデイサービスを楽しみながら行っていきたいと思います。 
 固定観念にとらわれず、色々な発想をもって取り入れていくと刺激になり、利用者様の活性

化につながっていくと思いました。それには、テーブル拭きや利用者様の席の配置、レクの内
容等、できる所から入っていき、少しずつ改善していく事が、利用者様の笑顔・生きがい等に
繋がるのではないかと思います。 

 
●人員が不足しているのではなく、人員不足の中で自分たちができることをやっていく、考え

る。時間に追われない様に自分たちの動きややり方を考える。 
 自分の一日の動きを考えて行動することや、チームワークを大切にし、難しい時は他職員に

声掛けを行う 
 
●『軽度の方が重度の方を労ってあげられる環境作り、利用者様が利用者様を助け合えるデイ

サービスセンターすまいる黄金』にしていきたいです。職員一人一人が笑顔を忘れず、高い
意識を持って日々の業務をし、利用者様とのコミュニケーションを図っていきたいと思います。 

 すべての利用者様が笑顔でデイサービスをご利用なされるために常にどうしたら利用者様
のためになるかを自分で考えて行動していきたいと思います。 

 
●今回の研修では、常識にとらわれない柔軟な発想というものを大いに学びました。デイサー
ビスは何のためにあるのか、ＡＤＬ・ＩＡＤＬの維持のために利用者様にしてもらえることはたく
さんある。お茶もいれてもらってみてもいいかもという例えや利用者様同士の仲間外れがあ
るのならお互い触れ合っていたわりの気持ちをもってもらえるようになるために、髪の毛をド
ライヤーで乾かしてもらうのを手伝ってもらってもいいじゃないという発想力は今まで自分
には全くなかったので本当に新鮮でした。デイは楽しい・明日も楽しみと思ってもらえるよう
まずは自分の意識を変えるところから始めていきたいと思いました。 


